
どうやって行（い）くかにげるところ

私（わたし）のかぞくのタイムライン

【警戒（けいかい）レベル１】
早期注意（そうきちゅうい：

注意(ちゅうい)を始（はじ）め
る）のお知（し）らせ

【警戒（けいかい）レベル２】
大雨（おおあめ）・洪水（こうずい：水(み
ず)が道（みち）や家（いえ）にくる）注意

（ちゅうい）のお知（し）らせ

【警戒（けいかい）レベル４】
避難指示（ひなんしじ：にげな

さい）が出（で）る

【警戒（けいかい）レベル３】
おとしよりなどがにげる

◆にげるのに時間（じかん）がかかる人（ひと）、おとしよりなどがにげる
・どこににげるか、かぞくなどに知（し）らせる。

・（知（し）らせるかぞくなどの電話番号（でんわばんごう）： ）

【警戒（けいかい）レベル５】
川（かわ） ：氾濫（はんらん：川（かわ）か
ら水（みず）がくる）した‼
氾濫発生（はんらんはっせい：川（かわ）か
ら水（みず）がきた）のお知（し）らせが出
（で）る

避 難（ひなん:にげること）ができました

天気予報（てんきよ
ほう）や
気象庁（きしょう
ちょう）のお知
（し）らせをよく見
（み）ます。
川（かわ）の水（み
ず）は多（おお）く
ありませんか？注意
（ちゅうい）します

市（し）、
町（まち）、
村（むら）の
避難
（ひなん:
にげること）
のお知（し）らせ
に注意（ちゅうい）
します

（ひなんじょ、しんせきの家（いえ）、
友（とも）だちの家（いえ）） にげるところまでの時間（じかん）

台風（たいふう）が
あります、

台風（たいふう）が
近（ちか）くに
来（き）ます

早（はや）くにげるために しなければならないこと

◆にげるところに、どうやって行（い）くか、そこまでの時間（じかん）を、もう一度

（いちど） 考（かんが）える。

◆にげやすい服（ふく）を着（き）る

◆私（わたし）のかぞくがにげるのは警戒（けいかい）レベル３

◆私（わたし）のかぞくがにげるのは警戒（けいかい）レベル４

◆あぶないところから、みんながにげる
・近所（きんじょ）の人（ひと）といっしょににげる。

・（いっしょににげる人（ひと） ： ）

上（うえ）か下（し
た）のどちらかに〇
を書（か）きます。

◆テレビやラジオで台風（たいふう）について知（し）る

（ ）

注意（ちゅうい）
すること

避難（ひなん:にげること）
のお知（し）らせなど

〔使い方（つかいかた） 〕
・家（いえ）の中（なか）の見（み）やすいところにはります。災害（さいがい：地震（じしん）や台風（たいふう）など）の時

（とき） 、これをよく読（よ）みながら、にげましょう。
・何（なに）かが変（か）わった時（とき）はもう一度（いちど）計画(けいかく)を立（た）てます。「私（わたし）のかぞくの

タイムライン」をよく読（よ）み、いつにげるか、練習（れんしゅう）しましょう。

◆にげるときに持（も）っていくものはありますか( ○を かく)

・のみもの ・食（た）べもの ・着（き）るもの ・タオル

・懐中電灯（かいちゅうでんとう/手持（ても）ちのライト）・小（ちい）さいラジオ

・銀行（ぎんこう）の通帳（つうちょう）など大切（たいせつ）なもの ・マスク

・よく使（つか）うくすり ・その他（ほか）（ ）

分（ふん）

川（かわ）：氾濫注意水位（はんらんちゅう
いすいい：川（かわ）から道（みち）や家
（いえ）に水（みず）がくるかもしれない量
（りょう））になる。
氾濫（はんらん）注意（ちゅうい）のお知
（し）らせが出（で）る

川（かわ） ：避難判断水位（ひ
なんはんだんすいい：にげなけ
ればならない水（みず）の量
（りょう））になる。
氾濫警戒（はんらんけいかい）
のお知（し）らせが出（で）る

川（かわ）：氾濫危険水位（は
んらんきけんすいい：川（か
わ）からもうすぐ水（みず）が
くる。あぶない量（りょう））
になる
氾濫危険（はんらんきけん）の
お知（し）らせが出（で）る

気象庁（きしょう
ちょう）のお知
（し）らせに注意
（ちゅうい）しま
す。川（かわ）の
水（みず）が多
（おお）くありま
せんか！？

※川（かわ）や田（た）んぼの近（ちか）くには行（い）かないでください

・電池（でんち） ・充電器（じゅうでんき/モバイルバッテリー）

なまえ

（歩（ある）いて？
車（くるま）で？）

・ウェットティッシュ



○ 作り方（つくりかた）

私(わたし)のかぞくのタイムラインを作（つく）りましょう
このごろ、台風（たいふう）で日本（にほん）のあちこちで大雨（おおあめ）がふります。大雨（おおあめ）で大（お

お）きな水害（すいがい：川（かわ）などから水（みず）がくるなど）や土砂災害（どしゃさいがい：山（やま）などか

ら土（つち）、石（いし）がくるなど）があります。茨城県（いばらきけん）では、2015年（ねん）9月（がつ）に大雨
（おおあめ）で約（やく）4,200人（にん）、2019年（ねん）に台風（たいふう）で約（やく）330人（にん）が早（は

や）くにげることができませんでした。

早（はや）く にげるために、「私（わたし）のかぞくのタイムライン」を作（つく）りましょう。そして、何（なに）
をしなければならないか、かぞくで考（かんが）えましょう。そして、はやく にげましょう。

① なまえを 書（か）きましょう。

② 洪水（こうずい：川（かわ）などから水（みず）がく

る）のとき、どこににげますか。書（か）きましょう。

※にげるところは、市（し）・町（まち）・村（むら）の避

難所（ひなんじょ：みんながにげるところ）。

または、ハザードマップ（あぶないところに色（いろ）があ

る地図（ちず））で、色（いろ）がないところの友（とも）

だちの家（いえ）など。

③ にげるところまで、どうやって行（い）きますか（歩

（ある）いて、車（くるま）で）。書（か）きましょう。

④ にげるところまでまでの時間（じかん）を書（か）きま

しょう。

⑤ にげるときにもっていくもの。〇を書（か）きましょう。

⑥ いつ にげますか？きめて、〇を書（か）きましょう。

・【警戒（けいかい）レベル３】おとしよりなどがにげます

かぞくの中（なか）に、おとしよりなどは いますか？

おとしよりなどがいる かぞくは、このときに にげます。

・【警戒（けいかい）レベル４】避難指示（ひなんしじ：に

げなさい）

「レベル3」のときに にげませんか？「レベル3」で にげな

い人（ひと）は、このときに にげます。

①

② ③ ④

⑤

⑥

○ ハザードマップ(Hazard map)とは

ハザードマップには、次（つぎ）のことが 書（か）いてありま
す。浸水（しんすい：水（みず）が道路（どうろ）、家（いえ）な
どに来（く）る）や土砂災害（どしゃさいがい）があるかもしれな
いところ。地震（じしん）や台風（たいふう）などのときににげる
ところ（指定避難所：していひなんじょ）。ハザードマップで、浸
水（しんすい）するかもしれないところには、色（いろ）がついて
います。自分（じぶん）の家（いえ）がどこにあるか、色（いろ）
はあるか、よく見（み）てください。

ハザードマップは、あなたが住（す）んでいる市（し）・町（ま
ち）・村（むら）のホームページで見（み）ることができます。市
（し）・町（まち）・村（むら）の防災担当課（ぼうさいたんとう
か：地震（じしん）・大雨（おおあめ）のときに、みんなのために
はたらく人（ひと）たち）に質問（しつもん）してください。

ハザードマップは、
ここから見（み）ることが

できます。


